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──神奈川方面不有望──草刈と大衝突──家族擧つての發掘──非學術の大發掘──土器一箇千圓の價？──






　玉川向たまかはむかふ、即すなはち神奈川縣下かながはけんかに屬ぞくする方面はうめんには、餘あまり有望いうぼうの貝塚かひづかは無ない。いや貝塚かひづかとしては面積めんせきも廣ひろく、貝層かひそうも深ふかいのが無ないでも無ないが、土器どきの出方でかたが甚はなはだ惡わるい。矢上やがみ然しかり、高田たかた然しかり、子母口しぼぐち然しかり、駒岡こまをか、子安こやす、篠原しのはら、樽たる箕輪みのわ最もつとも不有望ふいうぼう。

　其中そのなかで、末吉すゑよしの貝塚かひづかは、稍やゝ望のぞみがある。望蜀生ぼうしよくせいが完全くわんぜんなる土器どきの蓋ふたを掘出ほりだして來きたので、急きふに行ゆきたい氣きに成なり、三十六年ねん十二月ぐわつ十四日かに、幻花翁げんくわおう、望蜀生ぼうしよくせい、玄川子げんせんしとの四人連にんづれ、品川しながはから汽車きしやで鶴見つるみ、それから一里弱りじやく、下末吉村しもすゑよしむらへと行いつた。

　一寸ちよつと知しれ難にくい處ところである。遺跡ゐせきは廣ひろいが、先年せんねん、チヤンバーレン氏しが大發掘だいはつくつを試こゝろみたとかで、畑地はたちの方はうは斷念だんねんして、臺地北側だいちきたかはの荒地あれち緩斜面くわんしやめんの中なかに四人にんは入はいつた。

　小ちひさな杉すぎや、丈たけよりも長ながい枯萱かれかやが繁しげつて居ゐるので、誰たれが何處どこに居ゐるのやら分わからぬ。

　右端うたんを玄子げんし。それから余よ。それから幻翁げんおう。それから左端さたんを望生ぼうせい。これで緩斜面くわんしやめんを掘ほりつゝ押登おしのぼらうといふ陣立ぢんだて。

　木きの根ね草くさの根ねが邪魔じやまをして、却々なか〳〵掘ほり難にくい。それに日ひは當あたらぬ。寒さむくて耐たまらぬ。蠻勇ばんゆうを振ふるつて漸やうやく汗あせを覺おぼえた頃ころに、玄子げんしは石劒せきけんの柄部へいぶを出だした。

　その他たからは、一向かう珍品ちんぴんが出でぬ。破片はへんは多おほいけれど、繼ついで見みる樣やうなのは出でぬ。中食後ちうじきごに、余よは、土瓶どびんの口くちの上下うへしたに、ツリを取とつた破片はへんを出だした位くらゐ。

　玄翁げんおうと望生ぼうせいとは、朱しゆの附着ふちやくせる貝殼かひがらを出だしたのみ。

　失敗しつぱいして此日このひは切上きりあげた。

　三十七年ねんの正月しやうぐわつ二日か、掘初ほりそめとして余よは望玄ぼうげん二子しを從したがへて行いつて見みると、這こは如何いかに、掘ほりかけて居ゐた穴あなの附近ふきんに、大男おほをとこが六七人にん居ゐる。然さうして枯萱かれかやを刈かつて居ゐる。ちと具合ぐあひが惡わるいので、三人にん其所そこに立たつて居ゐると、それと知しつた男子達をとこたちは、聽きこえよがしに高話たかばなしである。何處どこの奴やつだか、這こんな大穴おほあなを穿あけやアがつた。今度こんどは見附次第みつけしだい、叩殺たゝきころしてやるといふ血腥ちなまぐさい鼻息はないき!!!

　已やむを得えず、一時じ、松林まつばやしの方かたに退却たいきやくしたが、如何どうも掘ほりたくて耐たえられぬ。それで余よと玄子げんしとは松林まつばやしに待まち、望生ぼうせい一人にんを遣やつて『いくらか出だすから、掘ほらして呉くれ』と申込まをしこましたのである。

　いくら立たつても望生ぼうせいが戻もどつて來こぬ。これに心配しんぱいしながら二人ふたりで行いつて見みると、大變たいへんだ。殺氣立さつきだつて居ゐる。

　草刈連くさかりれんは大鎌おほがまを捻ひねくつて居ゐる。

　望生ぼうせいは萬鍬まんぐわを握〆にぎりしめて居ゐる。

　望生ぼうせいは余等よらの顏かほを見みて、大おほいに氣きを強つよくしたか。

『掘ほらせんといふなら掘ほらん。掘ほらうと思おもへば、どんな事ことを言いつても屹きつと掘ほつて見みせるが、ナニ、這こんな糞くそツたれ貝塚かひづかなんか掘ほりたくは無ない』と叫さけぶのである。

『何なんと言いツても駄目だめだア。子供位こどもくらゐ正直しやうぢきな者ものはねえからね』と向むかふではいふ。

　形勢けいせい甚はなはだ不穩ふおんなので、余よは兎とも角かくも、望蜀生ぼうしよくせいを呼よんで、小聲こごゑで。

『如何どうしたのか』

『不穩ふおんです。逃にげませう』と望生ぼうせいも小聲こごゑで言いふ。

　それで三人にん、相談さうだんする樣やうな顏かほをして、一端いつたん松林まつばやしまで退しりぞき、姿すがたが彼等かれらの視線しせんから隱かくれるや否いなや、それツとばかり間道かんだうを逃出にげだして、裏うらの池いけの方かたから、駒岡こまをかの方かたへ韋駄天走ゐだてんばしり。

　既もう大丈夫だいじやうぶだといふ所ところで、望生ぼうせいに一體たい如何どうしたのかと問とうて見みると、草刈くさかりの中ながに、子供こどもが居ゐて、去年きよねんの暮くれ、此處こゝへ大穴おほあなを開あけたのは、此人達このひとたちだと告つげた爲ために、いくらお前達まへたちが猫ねこを冠かぶつても駄目だめだと、發掘はつくつを承知しようちせぬので、腹はらが立たつたから惡口あくこうを吐はいたら、先方せんぱうも憤おこつたといふ説明せつめい。

　それは此方こつちが矢張やつぱり惡わるい。逃にげろ〳〵と初掘はつぼりの大失敗だいしつぱい。

　それから十町ちやうと隔へだたつて居をらぬ加瀬かせの貝塚かひづかに廻まはつて、小發掘せうはつくつを試こゝろみ、相變あひかはらず失敗しつぱいして歸宅きたくした。

　その後のち飯田氏いひだしが發掘はつくつを試こゝろみたといふ話はなしを聞きいた。

　三十八年ねん、三十九年ねん、既もう電車でんしやは通つうじたし。ちよい〳〵年ねんに四五回位くわいくらゐは、他ほかを表面採集へうめんさいしふの序ついでに立寄たちよつて、磨石斧ませきふ、石劒折せきけんをれ、打石斧だせきふ、其他そのたを拾ひろつて居ゐたが、四十年ねん六月ぐわつ十四日かに、一人ひとりで加瀬かせ、駒岡こまをかから、此方こつちへ採集さいしふに來きた時ときも、畑はたの中なかで一農夫のうふに會あつた。其人そのひとに問とうて見みると、自分じぶんの持地もちちからは澤山たくさん破片はへんが出でるが、未まだ誰たれも發掘はつくつした事ことは無ないといふ。然さらば近日きんじつ發掘はつくつをさして呉くれと其場そのばで手金てきんを打うつた。

　同月どうげつ十七日にち、いよ〳〵發掘はつくつに行ゆく事こととしたが家人かじんも其状態そのじやうたいが見みたいといふので、然さらば其用意そのえういして行ゆくべしとて、妻さいと婢ひとに糧食れうしよくを携たづさへさせ、余よは愛あいする親族しんぞくの六歳さいの幼女えうぢよを背せに負おひ、玄子げんしは器具きぐなど擔かつぎ、鶴見つるみにて電車でんしやを降おり、徒歩とほにて末吉すゑよしに著ついた。それが八時半頃じはんごろであつた。

　四圍ゐを緑葉りよくえふの林はやしでめぐらして居ゐる、其中そのなかの畑地はたち。他ほかには人一個ひとひとり見みえぬ。

　一家族かぞくが無人島むじんたうへ漂着へうちやくした樣やうな氣持きもちである。

　玄子げんしと余よとは先まづ林はやしに入いりて、樹きの枝えだを折をり來きたり、それを柱はしらとして畑中はたなかに立たて、日避ひよけの布片きれを天幕てんとの如ごとく張はり、豆まめの莖くきの束たばにしてあるのを借かり來きたつて、地ちに置おき、其上そのうへに布呂敷ふろしきシオルなど敷しいて、座敷ざしきを造つくり、此中このなかに三女ぢよを入いらしめた。

　遊牧民ゆうぼくみん!!!

　其前そのまへ四五尺しやくの處ところを、余よと玄子げんしとは發掘はつくつし始はじめた。

　何なにも出でない。──出でないけれど面白おもしろい。疲勞ひらうしては天幕てんとに入いり、菓物くわぶつを食くひ、サイダを飮のむ。勢いきほひを得えては又また掘ほりに掛かゝるが、甚はなはだしく何なにも出でて來こない。

　見物けんぶつに對たいして極きまりが惡わるい位くらひだ。

　おまけに小雨こさめさへ降ふり出だしたので、一先ひとまづ怪あやしき天幕てんとの下したに、それを避さけて居ゐると、後うしろの畑はたけにごそめく音おとがするので、見みると唯一人たゞひとり、十六七の少女せうぢよが、畑はたの中なかで草くさを取とつて居ゐる。

　濡ぬれるだらうから、此方こつちへ入はいつたら好よからうとすゝめ、菓子くわしなどを與あたへて居ゐる間うちに、雨あめも小歇こやみとなり、又また正午ひるに近ちかくなつた。

　少女せうぢよは去さらうとする。

　もし又また來くるならば、水みづを此瓶このびんに入いれて來きてよと乞こうた。サイダやビールでは米飯めしは食くへぬからである。

　少女せうぢよは忽たちまち走はしり去さつて、大藥鑵おほやくゝわんに湯ゆを沸わかし、茶道具ちやだうぐさへ持もつて來きて呉くれた。

　大喜おほよろこびで、其禮そのれいに、若干そこばくの銀貨ぎんくわを與あたへやうとしたが、如何どうしても取とらぬ。強しひて取とらしめたら、今度こんどは重箱ぢうばこに味噌漬みそづけを入いれて持もつて來きて呉くれた。

　余よの一家かは悉こと〴〵く涙含なみだぐんだ。此この優やさしい少女せうぢよ。境遇きやうぐうが變かはつて居ゐたのと、天候てんかうが曇くもり勝がちなのとで、一層そう我々われ〳〵は人ひとの心こゝろの優やさしさが感かんじられたのであらう。

　午後ごゞに至いたりて、如何どうも天候てんこうが不良ふれうである。それで女連をんなれんだけ先さきへ歸かへさうとした。

　すると幼女えうぢよが、叔父をぢさんと一處しよでなければ歸かへらぬといふ。さらば、叔母達をばたちは先さきへ歸かへるが、それでも好いいかと言いふに、それにても好よしといふ。

　看みよ、他ほかに人一個ひとひとり居をらぬ畑中はたなか。其所そこにわびしき天幕てんとを張はりて、降ふるや降ふらずの中なかに居ゐる。それで叔母達をばたちは去さるとも、叔父をぢと共ともに此所こゝに留とゞまるといふ。

　蠻勇ばんゆう、余よの如ごときを、斯かくまでに慕したふかを思おもへば、嬉うれしいよりも悲かなしさが浮うかんで來くる。

　土器どきも何なにも入いるものかと、此時このときばかりは考かんがへた。

　それなら一層その事こと、皆みんなで歸かへらうとて、發掘はつくつを中止ちうしし、天幕てんとを疊たゝみ、飮餘のみあましたる麥酒ビールの壜びんを携たづさへて、裏うらの池邊ちへんに行ゆき、其所そこにて又また小宴せうえんを張はり、食物しよくもつの殘のこりを池いけの魚うをに投與とうよして、荷にを輕かるくし、再ふたゝび余よは幼女えうぢよを背負せおひて、歸路きろに就ついた。

　生いける土器どきの重おもかつた事こと。

　それからは霎時しばらく遠とほざかつて居ゐたが、四十一年ねん六月ぐわつ四日かに、一人ひとりで寺尾てらを、子安こやす、篠原しのはら、大網おほあみ、樽たる、駒岡こまをかの諸遺跡しよゐせきを過すぎて、末吉すゑよしに掛かゝつて來くると、這こは抑そも如何いかに、這こは如何いかにである。

　最初さいしよに余等よらが發掘はつくつした方面はうめんに當あたつて、人ひとの數すう、男女だんぢよを合がつして十二三人にん。大發掘だいはつくつをつゞけて居ゐるのを發見はつけんした。

　何者なにものだらうか？

　或あるひはマンロー氏しの大發掘だいはつくつでは有あるまいかと、首くびを傾かたむけながら行いつて見みると、それは土方氏どかたしの非學術的大發掘ひがくじゆつてきだいはつくつであつた。

　土方どかたの親方おやかたに就ついて聞きいて見みると、既すでに一月以上ひとつきいじやうも發掘はつくつを續つゞけて居ゐるので、既もう二三日にちで此所こゝは終局しうきよくだ。これは貝灰かひばいを燒やく原料げんれうとして、横濱よこはまの石灰製造所いしばいせいざうしよで買かつたのだといふ。

　何なにか出でたかと問とひながらも、眼めを四方はうに配くばつて見みると、掘出ほりだした貝かひは、一々いち〳〵篩ふるひで振ふるつて、貝かひは貝かひだけとして、山やまの如ごとく積つんである。破片はへんが其所此所そこここに散亂さんらんして居ゐる。胸むねは土器々々どき〳〵である。

　親分氏おやぶんしは、頗すこぶる余よを輕かろく見みて居ゐる『何なにも出でねえよ』と云いつて、せツせと仕事しごとに從事じうじして居ゐる。

　乾漢こぶんらしいのが、大聲おほごゑで『一個ひとつが百兩ひやくれうにでも賣うれるのなら、賣うつても好いい』と言いふ。

　串戯じやうだん言いツちやいけぬと思おもひながら『一個ひとつ千兩せんれうでも買かふよ』と笑わらふて答こたへると、親分おやぶんがそれを打消うちけして。

『止よせえやい。何なんも言いふなやい』と留とめるのである。

　それで余よは先まづ發掘場はつくつばを一ひト巡めぐりして見みると、珍把手ちんとつて、珍破片ちんはへん、少すくなからず有ある中なかに、大々土瓶だい〴〵どびんの口邊こうへんの、最もつとも複雜ふくざつなる破片はへんが有ある。完全くわんぜんで有あつたら懸價無かけねなしの天下てんか一品ぴんだ。いや、破片はへんでも大珍品だいちんぴんたるを失うしなはぬ。

　それで『這こんな破片はへんを貰もらつても好ええかね』と問とうて見みると『そんな物ものならいくらでも持もつて行ゆきねえ』といふ。

　難有ありがたいと、それを鞄かばんに入いれて居ゐると、篩ふるひで貝かひを選よつて居ゐる女土方をんなどかたが、小ちいさな聲こゑで。

『あんな事こと言いつて、親分おやぶんトボケて居ゐるが、面白おもしろい土瓶どびん見みたやうな物ものだの、香爐かうろ見みたやうな物ものだの、澤山たくさん掘出ほりだして持もつて居ゐるだよ』と教をしへて呉くれた。

　其所そこで余よは改あらためて、親分おやぶんに談判だんぱんを試こゝろみたが、頑ぐわんとして應おうじない。

　横濱よこはまの西洋人せいやうじんに賣うれば、一箇ひとつが百兩ひやくれうにはなるんだなんて、夢ゆめを見みて居ゐる馬鹿ばからしさ。

　决けつして然さういふ相場さうばの有あるものでは無ないと辯べんを振ふるつて説といて見みたが、肯きかぬ。

　お前まへはそんな事ことを云いつて、胡麻化ごまくわすんだ。屹きつと仲買なかがひして歩あるくんだらうと、いや、はや、沒分曉漢わからずやの親分おやぶん!!!

　我がを折をつて、それ切きり余よは引揚ひきあげたが、如何どうも氣きに成なつて耐たえられぬので、再ふたゝび談判だんぱんに行ゆかうと思おもつて居ゐると、友人いうじんの眉山子びさんしが例れいの自殺じさつ。

　それでいろ〳〵手てが引ひけなくつて、漸やうやく七月ぐわつ十一日にちに末吉すゑよしへ駈付かけつけて見みると、貝殼かひがらの山やまだけ白しろく遺のこつて、あゝ因業ゐんがうな親分等おやぶんらは、一人ひとりも影かげを見みせぬのであつた。

　土瓶形どびんがた、香爐形かうろがた、洋人やうじんが百圓宛ひやくえんづゝで買かつたらうか。恐おそらく今頃いまごろは、あの男をとこに、十箇とを二錢にせん五厘りんで賣うつた方はうが好よかつたと、後悔こうくわいをして居ゐるであらうよ。
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